
節
二
時
で
は
製
靴
ェ
粟
に
胸
す
る
叙
曲
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
O
こ
の
頚

は
製
紙
機
械

｡
水
村
を
附
料
と
す
る
紙
の
製
造
方
法
等
技
術
上
の
幾
明

に
囲
し
て
述
べ
た
節
で
祈
っ
て
ゐ
る
｡
攻
に
は
か
1
る
故
桝
が
水
木
の

紙

の
比
津
に
及
ぼ
し
た
作
川
に
就

い
て
論
じ
て
ゐ
る
｡
木
材
が
原
料
と

し
て
襟
川
さ
れ
て
以
非
､
据
枠
を
損
料
と
し
て
紙
を
蝕
推
し
た
製
紙
場

は
鎚
伸
を
栂
ど
休
止
し
て
し
ま
っ
た
｡
そ
れ
で
そ
の
後
で
は
こ
の
新
し

い
糊
料
た
る
木
材
を
鵜
礎
と
し
た
紙

の
出
産
が
卓
と
し
て
技
術
的
な
側

巾
か
ら
考
察
さ
れ
て
ゐ
る
O
か
-
て
製
靴
工
紫
を
地
方
化
せ
し
め
る
襲

因
の
中
で
収
も
詫
顎
な
の
は
城
料
､
即
ち
木
材
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に

き
れ
.'
従

っ
て
次
に
は
木
材
を
供
給
す
る
森
林
に
就

い
て

そ
の
所
柄
〇

分
和
｡相
和
｡所
有
の
相
磯
が
行
ほ
れ
て
ゐ
る
｡
叔
後
に
彼
は
同
じ
-
地

方
化
嬰
因
と
し
て
来
襲
な
水
と
石
淡
に
就

い
て
そ
の
持

つ
窓
範
を
弘
光

し
て
ゐ
る
｡

妨
三
九.qL
に
於
て
は
前
詩
に
於
て
地
方
化
要
因
の
明
か
に
さ
れ
た
鵜
紙

tH
柴

の
地
方
化
を
論
じ
て
i
;
リ
､
地
刷
上
で
捌
か
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
如

-
そ
れ
が
依
然
と
し
て
相
継
を
脱
料
と
す
る
紙

の
改
床
が
占
め
て
ゐ
た

鯉
川
と

一
致
し
て
ゐ
る
州
山
を
湖
朋
し
て
ゐ
る
｡

舵
は
紳
33..:.
に
於
て
述
べ
て
ゐ
る
如
-
こ
の
研
究
に
於
て
は
製
紙
工
栄

の
贈
糊
的
教
脱
を
そ
の
狂
北
の
政
和
か
ら
親
水
に
寅
る
ま
で
別
か
忙
し

ょ
う
と
し
た
｡
椎
は
組
折
と
し
て
次
の
如
-
蓮
べ
て
ゐ
る
｡
馳
紙
場
は

動
力
料
及
び
脚
料
に
従

っ
て
地
方
化
し
た
0
兆
の
筏
に
起
っ
た
経
済
的
｡

技
術
的
廻
化
に
よ
っ
て
立
地
の
格
功
は
訟
き
起
yjれ
な
か
つ
た
が
､
そ

れ
は
伸
紋
に
よ
っ
て
交
配
さ
れ
た
旭
で
は
な
-
'
寧
ろ
出
納
場
の
地
方

那

琳

化
し
た
塊
ー--1
が
軸
へ紙
工
雅
邦
の
地
方
化
嬰
閃
た
る
森
林
｡
水
力
･石
淡
を
伴

っ
て
ゐ
た
こ
と
に
よ
る
｡
点
線
に
叔
妃
の
喚
大
利
の
製
紙
工
業
の
状
態

が
簡
単
に
並
べ
ら
れ
て
こ
の
坊
は
終

っ
て
ゐ
る
O

本
番
は
塊
大
利

の
製
紙
.工
業
を
地
別
的
総
研
餅
の
立
場
か
ら
論
じ
た

も
の
と
す
る
こ
と
が
川
氷
よ
う
｡
そ
の
叔
曲
が
雁
史
的

｡
韓
展
的
で
あ

る
鮎
か
ら
見
れ
ば
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
t
ウ
ェ
ー
バ
I
の
立
地
跳
給

の
典
健
的

な
番
･班
に
於
け
る
幽
閉
と
は
考

(
ら
れ
な

い
O
そ
の
研
究
掛
象
と
し
て

は

1
工
紫
部
門
が
取
ら
れ
て
ゐ
る
が
､
寧
ろ

こ
コ
テ
ウ
ス
ク
･
ロ
イ
ヅ
ツ

プ
ル
グ
の
立
場
に
悲
い
と
首
ふ
こ
と
が
的
雑
る
で
あ
ら
う

｡
潜
希
は
技

術
的
な
州
所
の
粟
化
に
就

い
て
は
非
骨
に
評
細
に
遊
べ
て
ゐ
る
が
､
経

酒
粗
紬
の
カ
所
に
封
す
る
分
析
を
柵
Ĵ
怠
っ
て
ゐ
る
｡
線
桝
組
織
は
勿

諦
或
粗
放
ま
で
･E
朗
的

｡
技
術
的
な
状
態
に
非
行
し
て
醇
化
す
る
も
の

で
は
あ
る
が
'
そ
の
方
問
を
も
つ
と
弼
慮
す
る
必
輩
が
争
b
う
と
腰
は

れ
る
D
併
し
金
牌
と
し
て
良
-
縛
め
ら
れ
て
周
り
､
我
が
樹
の
製
紙
工
栄

の

地
方
化
の
研
究
に
封
し
て
も
必
ず
参
考
と
な
る
静
作
で
あ
ら
う
｡

-
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ここlIEEl〓lLIE
【且
三
一

〇
山

西

省

の
鍍

鴬

端
的
に
云
(
ば
山
西
余
省
こ
れ
石
山LS
な
り
と

い(
る
｡

二

年
洗
液
賢

次
拓
は
大
帝
山
脈

1
鞘

の
陽
曲
事
山
江
南
､

川
鞘
北
南
泡
の
潜
域
に
+ntH
る
地
で
棚
赦
免
五
打
位
噸
'
触
舶
淡
三
億
咽

に
紅

い
O
二
㌧
扮
跳
淡
隈
は
扮
水
以
西
汚
染
=_
脈

の
南
中

t
畔

の
地
で

三
七

七
..i



地

球

節

二
十
四
谷

松
波
準

二
村
倍
噸

コ
ー
ク
ス
に
過
す
｡
三
'
河
輿
離
暇
淡
院
は
群
河
の

米
持

で
甘
八
十
億
噸
｡
凹
､
大
原
田
山
淡
院
は
八
十
億
億
堀
中
三
十
位

は
如
姻
淡
｡
滋
､
埠
武
川加
院
は
七
十
億
噸
O

六
'
大
同
淡
院
は
祈
舶
=.a

九
十
位
.E
｡
七
'
印
五
淡
院
は
滋
や
山

の
北

一
群

の
小
裁
判
で
地
軸
灘

十
五
位
岬
と
仰
せ
ら
る
1
が
､
交
池
不
促
な
た
め
に
少
し
も
開
故
き
れ

ず
､
拡
大
紐

で
六
十
鵜
喉
､
平
放
線

で
二
十
六
溌
嘱
､
合
計
八
十
大
端

噸
三
甘
二
十
些

光
に
す
ぎ
な

い
'
蛾
F.･3
さ

(
解
都
で
な
-
拭
治

の
た
め

に
捌
き
t
m
省
内
を
緒
北
に
池
ず
る
に
売
れ
ば
共

の
輪
川
は
別
口
す
べ

き
も

の
が
あ
ら
う
O

っ
ぎ
に
織

の
地
瀬
も
多

い
平
先
､
昔
陽
利
鵬

1
冊
と
幣
城
へ
市
中
'
長

治

1
櫛
に
労
し
-
あ
る
が
､
土
法
で
小
規
模
に
織
布
す
る
に
す
ぎ
ず
､

枕
木

1
年
H
T六
千
噸
し
か
川
水
な

い
O

食
感
も
亦
甚
だ
布
教
で
､
省

の
輔

の
誓

巴
､
糾
堀

の
閏
に
は
米
田
六

十
朋
南
北
約
七
段

の
大
殿
池
が
あ
る
､
共
用
二
甘
鼎

の
･H
城
を
築
き
楽

城
と

い
ひ
､
そ
の
城
の
中
で
激
励
し
た
も

の
が
､
城
を
川
る
呼
税
を
か

け
る
､
池
は
水
が
粘
れ
て
ゐ
る
か
ら
菅

山
し
た
殿
と
土
の
上

へ
井
戸
水

を
統
す
と
臓
が
と
け
る
Q
そ
こ
で
と
け
た
水
が
日
蝕
に
乾
-
と
そ
の
ま

ゝ
金
殿
に
球
収
さ
れ
る
の
で
t
H
雑
た
も

の
は
三
甘
輪
が
甘
元
乃
至
二

甘

元
の
願
佃
だ
､
し
か
し
こ
れ
恵

且
つ
た
約
人
が
城
を
川
る
と
き
jE
枕

八
甘
四
十
元
､
巡
貿
滋
野
.R

で
大
原
に
つ
-
と
二
千
二
軍

光
に
も
な
る

も
し
隣
村

(
蓬
-
る
と
粒
捌
七
宵
五
十
元
北
ハ他
を
と
ら
れ
る
､
河
内

(

.a
ぶ
と
人
出

の
際

1
千
試
十
元
を
徴
収
さ
れ
る
と

い
ふ
始
末
で
粂
-
也

錐
を
し
て
も
駅
れ
な

い
の
で
あ
る
'
却

っ
て
河
北

の
沿
樺

で
つ
-
る
長

節
的
既

望
八

七
六

"
放
励
(
天
日
淑
臓
)
に
ま
げ
て
段
々
減
じ
る
が
'

年
締
約
官
滋
十
億
粥
塀

に
達
す
る
'
其
他

の
錬
顔
で
は
似

柵

の
硫
撃

二
甘
噸
'
五
台
河
逸
材

に

桃
な
ど
が
あ
る
が
大
し
た
こ
と
は
な

い
｡
山
西
の
錬
米
は
発
展

の
可
能

株
は
あ
る
け
れ
ど
も
､
今
日
の
政
殆
状
況
で
は

い
つ
の
唯
に
敬
譲
す
る

か
は
.
殆
ど
不
明
で
あ
る
｡

0

来

園

石

油

の

産

地

令
教
組
原
油
細
川
地
は
七
地
方
で
あ
る
､

]'
ア
パ
ラ
チ
ャ
山
地

(
水
部
オ

ハ
イ
オ
'
桝
ゲ
ア
..n

L
ヤ
'
ペ
ン
シ

ル
バ
EL
ヤ
､

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
'
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
､
テ
ン
ネ

ッ
.h
I
)

二
､
中
火
隣
地

(
オ
ク

ラ
ホ
マ
､
カ
ン
ザ
ス
､
･"
ズ
リ
-
､
ア
ル
カ
ン

サ
ス
'
北

ル
イ
ジ
ア
ナ
二

､､
ス
シ
ツ
ピ
ー
及

テ
キ
サ

ス
各
州
し

三
､

リ

マ
｡
イ

ン
デ
ア
ナ
地
方
､
(
､,､
シ
ガ

ン
､

オ

ハ
イ
オ
北
'
西
部
､
イ
ン

デ
ア
ナ
)

四
､
イ
リ
ノ
イ
地
方
､
五
､
ガ
ル
フ
コ
ー
ス
ト

(
テ
キ
サ

ス
､

ル
イ
ジ
ア
ナ
潜
梓
)

六
､

ロ
ッ
キ
ー
川
地

(
モ
ン
タ
ナ
､

ワ

ィ
ォ
､､,
ン
グ
'

コ
ロ
ラ
ド
､

且
タ
'
新
メ
キ
シ
コ
)

七
'
カ
リ
ホ
ル

エ
ア
地
方

の
七

つ
で
析
油
工
米
地
域
も
そ
れ
ぞ
れ
各

州
に
布
す
る
､

一

九
二
高

年

の
原
音-11
鹿
川
九
〇
三
'

1
0
四
､
二
三
三
.ハ
レ
ル
､
そ
の
中

数
は
太
の
十
五
大
帥
H
か

ら
川
た

｡

水
部
テ
キ
サ
ス
油

m
､
月､
タ
ラ
ホ
マ
シ
テ
ィ
油
附
､
オ
ク
ラ
ホ
マ
､

セ
'"
/
-
ル
'
加

州

ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
'
同
ケ
ッ
ト
ル
マ
ン
ヒ
ル
､
同
,-"

ッ
ド
ゥ

エ
イ
サ
ン
セ
ッ
ト
'
テ
キ
サ
ス
州

コ
ン
ロ
ー
的
田
､
同

エ
ー
ゲ

油
川
､
加
州

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
'
加
州
サ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス
プ
リ

ン

グ
､

テ
キ
サ
ス
州
ヴ
ア
ン
'
新

メ
キ
シ
コ
州

ホ
ッ
プ

ス
､
テ
キ
サ
ス
州

パ

ン
パ
､
ペ
ン

シ
ル
バ
ニ
ア
州
ブ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
､
カ
ン
サ
ス
州

マ



ッ
タ

フ
ア
ソ
ン
何
れ
も

]
千
孤

バ
レ
ル
以
上

の
細
田
で
'
中
で
も
恥
部

テ
キ
サ
ス
州
;
は

一
億
七
千
八
甘
端
パ
シ
ル
妨

1
位
､
オ
ク
ラ
ホ
マ
シ

テ
ィ
ー
は
六
千
耽

バ

レ
ル
､

セ
､(,
ノ
ー
ル
は
二
千
六
甘
端

バ

レ
ル
､

ロ

ン
グ
ビ
ー
チ
は
二
千
三
甘
端
バ

レ
ル
を
し
め
て
ゐ
る
'
沸
他
は

]
千
九

甘
満
か
ら
九
甘
端
銭

に
下
る
｡

光
部

テ
キ
サ
ス
と
は
キ
ル
ゴ
ア
を
中
心
と
し
て
中
程
八
十
雌
以
内
､

オ
ク
ラ
ホ
マ
シ
テ
ィ
ー
は
同
市
を

.-1
心
と
し
て
三
十
悦
以
内
で
あ
る
､

十
-証
的

托t
申
古
き
は
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
六
十
年
､
北
部

テ
キ
サ
ス

は
=.g
新

で
あ
る
､
合
衆
国

の
石
油
は
ガ
ソ
-
ソ
抽
川
が
四
川
%

に
も
上

る

の
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
製
泡

に
は
輸
入
原
料
に
よ
る
も

の
が
多
-
､
柑

愉
比
鵡
'
ト
リ

fE
ダ
ッ
ト
､
I.リ

エ
ネ
ブ

ニ
ラ
､
メ
キ
シ
コ
距

の
も

の
を

限

っ
て
伐
州
す
る
｡

石
油

の
外

に
l大
鶴
瓦
斯
も
多
-
､

こ
れ
を
利
用
す
る
も

の
三
十
五
州

の
鵬
に
放
し

的

一
端
四
千
八
官
位
立
方
呪
'
三
億

七
千
五
甘
珊
弗

の
多

き
に
珪
す
る
､
こ
の
瓦
斯
は
カ
ー
ボ

ン
ブ
ラ
ッ
ク
や
ガ

ソ
リ

ン
の
府
料

に
も
な
る
か
ら
共
棄
淵
保
存
が
叫
ば
れ
て
ゐ
る
､

ll
九
〇
川
咋
'
ペ
ン

シ
ル
パ

ニ
ヤ
で
油
川
を
は
じ
め
､

.L
九

1
0
舛
以
後
日

動
印

の
忠
地
な

ぶに
〓
及
に
つ
れ
て
僻
油PIll
ガ
リ
-

ソ
の
祁
給
と

し
て
硯
は
九
.た
も

の
で
あ
る

が
揮
壁
件

に
と
み
航
姥

に
池
す
る
什
t
H
潮
解
州
と
し
て
石
油
ガ
リ
-

ン
に
加
入
し
た
､
し
か
し
鋭
祁
石
油
､
ガ
ソ
リ

ン
の
紬
附
が
ク
ラ
ッ

キ

ン
グ
法
で
糊
大
し
た

こ
と
や
､

エ
テ
ー
ル
や
鉛

の
批
人
が
天
然
ガ

ソ
-

ン
と
同
株

の
功
川
で
あ
る

こ
と
に
な

っ
て
こ
の
方
田
の
浦
川
は
職
少
し

た
｡

雑

報

カ

ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
は
テ
キ
サ
ス
と
ル
イ
ジ

ア
ナ
の
特
産
で
あ
る
､

つ
ぎ

に
テ
キ
サ
ス
州
ク
リ

フ
サ
イ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
産

の
大
赦
.4
排
は

ヘ

リ
ウ

ム
合
有
盈

一
%

七
五
で
あ
る
か
ら
聯
邦
政
府
は
そ
の
地山
H
の
緋
利

五
茄

エ
ー
カ
ー
を
川見
収
L
t

ユ
タ
州
内
で
も

ヘ
リ
ウ
ム
リ
サ
ー
ヴ
鮮

l

班
と
節

二
班
を
指
先

し
沸
輸
乱
は
内
務
及
陸
海
軍

三
長
骨
が
同
窓

の
下

に
大
紋
5'
の
許
可
を
姿
す
る

こ
と
に
な

っ
て
ゐ
る
'
猶

カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ

ッ
ク
の
原
料
と
し
て
､
テ
キ
サ

ス
州
北
西
部

の
パ
ン
ハ
ン
ド
ル
油

田
の

隣
接
地
に
､
天
飴
瓦
斯

の
大
瀧
が
哩
耕

さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
村
名

で
あ

る
｡
0
山

東

省

の

農

地

の

地

割

山
水
省

の
腔
耕
地
耐
碑

に
就

て
は

碓氷
な
る
輯
計
な
-
､
慣

て
出
図
骨
意

の
放
ま
す
る
桝
に
よ
れ
ば
'
段

モ
ウ

目
二
位
千
九
宵
六
十
六
筋
六
千
入
官
七
十

肋

､

場
閃

二
宵
凹
十
九
些

二

千
二
官

二
十
五
畝
t
m
悶

二
倍

二
千
二
l･E
十
六
端
九
千
畝
で
あ
る
'
畝

の
大
き
は
地
方

に
よ

り
て輿
な
り
､
甲
櫛

で
は
串
供

の
舌
側
で
二
官
四

十
平
方
り
(
我
約
四
畝
)
を
以
て

一
畝
と
L
t
乙
糠

で
は
三
甘
六
十
平
方

ち
(
北
約

八
欣
九
渉
)
を
以
て

1
畝
と
L
t
丙
螺

で
は
七
甘

二
十
平
方
弓

(
我
約

1
反
八
畝
)
を
以
て

一
畝
と
な
す

の
軸

で
あ
る
'

こ
れ
は
古

へ
ニ

宵
ー甥
十
渉
を
以
て

l
畝
と
し
た
外
に
土
地
に
よ
り
て
剖
杓
を
輿

へ
た

一

易
三

易
芸

易

の
制

に
よ

っ
た
習
栂
で
'
三
宮
六
十
渉
は
二
分

1
.の
相

加
で
あ
り
七
甘

二
十
少
は
そ
の
二
倍
､
即
ち

こ
甘
四
十
渉

の
三
倍
に
滞

る
制
酸

の
粋
兆
で
あ
る
'
(
八
皮
紋
考
､
地
割
考
多
恨
)
参
考
と
し
て
省

内
各
櫛

の
故

の
大
き
は
左

の
如
-
で
あ
る
｡

三

九

ヒ
ヒ
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四
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二
四
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七
二
〇

二
四
〇

二
四
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二
四
〇
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七
二
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二
四

〇

枚 磁 光 跡 米 松 徳 寧岬 凍

上 口 州 騒 嚇 位 州 陽 聯 那

弓

二
四
〇

二
四
〇

二
四
〇

二
四
〇

二
四
〇

七
二
〇

二
二
ハ
○

防

城

僻

卒

論

群

新

春

柴

橋

銑

蓬

莱

用

‥判

七
二
〇

灘

騒

四
八

〇

沙
河
供

七
ニ
〇

年

度

披

噺

二
四
〇

備
考

糾
弓
は
長
さ
支
那
尺
五
尺
､

土
木
に
川
ふ
､
邦
-;
尺
の

弟
二
十
均
容

三 = 七 IJlI二 二 七 二 二 =
六 四 = 八 四 匹I= 四 四 匹I
O OO O O OOO 0 O 弓

1
ノミ
は
所
謂
作
尺
と
い
ひ

一
般

一
尺

一
寸

ê
L
土
人
は

1
弓
平
方
を
通
骨

一
弓
と
い
ふ
､
日
本
の
1
坪
と

い
ふ
譜
に
同
じ

右
の
如
-
地
方
に
よ
り
畝
の
大
さ
を
邦
に
す
る
も
､
概
略
之
を
類
列

す
れ
ば

]
畝
二
百
四
十
弓
の
も
の
故
も
多
-
'
七
宵
二
十
弓
､
三
宵
六

十
弓
を

一
畝
と
す
る
も
の
之
に
つ
ぐ
'
而
し
て
南
部
山
北
地
方

一
群
及

求
河
以
南
'
大
槌
阿
倍
辞
地
方
の
如
-
米
土
蚊
決

の
伊
は
省
側
二
甘
四

十
弓
を
以
て
､
1
畝
と
す
る
も
の
が
多
-
､
恭
安
｡
発
州
･
仲
山
･
獅
解
放

門口
邑
地
方
即
ち
古
地
代
の
･:G
石
を
付
労
と
す
る
山
中
地
方
で
は
七
甘
二

十
弓

t
畝
で
あ
り
､
平
曲
部
は
非
牌
が
大
畝
即
ち
七
宵
二
十
弓
の
外
大

部
分
は
二
甘
四
十
弓
を
伐
州
し
即
超

｡
liS
腔
の
如
き
山
地
は
三
宵
六
十

弓
で
あ
る
｡
こ
･･1
は
伊
訓
北
図
で
あ
る
｡

こ
れ
に
よ
っ
て
地
刺
が
先
非

節
四
統

三TTO

七
八

か
ら
の
土
地
分
配
の
米

地
に
則
し
た
制
度
に
海
内
す
る

こ
と
が
わ
か

る
｡
我
紺

の
三
首
六
十
渉

1
段
の
倒
産
も

恐
ら
-

は
こ
れ
に
赦

似

す

る
｡
但
し
尺
の
長
さ
が
こ
の
地
方
で
は
曲
尺
に

一
割
卿
の
一
尺

一
寸
で

あ
る
の
に
比
べ
て
日
本
で
は
-;
尺
に
二
割
卿
の
1
尺
二
寸
の
高
野
八
五

尺
(
即
ち
-;
尺
六
尺
)
を
以
て

一
間
J

l
弓
と
す
る
丈
け
の
弟
は
あ
る
｡

但
し
日
本
に
は
古
'
高
腰
法
と
い
ひ
高
磁
尺
の
六
尺

1
間

(
曲
七
尺
ニ

ナ
ヲ
マ

寸
､
之
を
奈

良

問

)

と
い
ふ
例
も
あ
る
O
畝
を
単
位
と
し
て
､
制
御
を

す
る
こ
と
即
ち
二
官
四
十
弓
を
北
三

分

1
ま
し
て
三
官
六
十
弓
に
す
る

か
は
り

に
､
日
本
で
は
尺
を
長
-
割
増
し
に
し
た
と
考

へ
て
も
よ
い
で

あ
ら
う
｡

い
づ
れ
に
し
て
も
山
水
や
島
部
の
三
宮
六
十
弓
と
い
ふ
も
の

と
日
本
の
古
法
三
甘
六
十
渉

1
段
と
い
ふ
も
の
と
は
剃
仰
の
地
割
で
あ

っ
て
'
僚
程
古
-
山
水
尺
が
日
本
に
入
っ
た
詮
充
に
な
る
｡

ヽ
ヽ

･川
北
で
は

一
般
に
川
の
形
の
不
規
則
な
の
は
例
が
妙
-
'
糎
ね
長
方

.ヽ形
で
あ
る
｡
時
々
桝
経
雌
に
故
間
に
過
ぎ
ず
し
て
典
長
さ
数
町
に
及
ぶ

も
の
が
あ
る
｡
こ
れ
も
叉
舌
側
で
あ
る
｡
こ
れ
は
家
商
を
倣
州
す
る
蜘

だ
か
ら
'
牛
梅
郷
す
る
た
め
に
井
位
役

の
使
先
で
E
の
形

為
･E
然
過
庇

に
な
る
と
考

へ
ら
れ
る
が
､
こ
れ
も
古
法
で
洪
時
代
川
の
法
と
い
ひ
t

l
畝
三
相
'
相
は
長
さ
肋
に
終
る
と
も
い
っ
た
｡
柑
乃
ち
う
ね
は
三
八

幅
で
長
さ
首
班
に
淫
す
る
細
長

い
Ⅲ
を
純
利
二
牛

と
い
っ
て
牛
や
描
二

tJal
で
雅
を
引
か
し
て
行

っ
た
桝
作
法
の
省
班
で
あ
る
｡
洗
以
前
或
は
非

日
の
法
で
官
弓
が

1
畝
で
あ
っ
た
が
､
制
御
の
法
で
洪

代
に
は
二
甘
四

十
弓
が

J
畝
に
な
っ
た
'
或
は
三
甘
六
十
弓
､
城
は
七
甘
二
十
弓
と
な

っ
た
が
､
紡
朋
川
火
で
は
供
代
の
古
法
が
永
続
し
た
.
故
に
虫
的
絶
世



簡
ハ州
税
魯
十
五
iJ
も
､
開
山
火

獅
畝
酒
と
い
っ
て
非
刑
の
話
法
か
ら
政

和
に
担

っ
た
畝
活

の
細

っ
て
ゐ

る
こ
と
を
の
べ
て
あ
る
が
'
筆
耕
は
今

回
血
肉
局
の
山
洗
練
折
鶴
帖
祁
迫
を

改
ん
で
桁
の
畝
の
大
吉
を
聞
知
し

て
兆
し
て
之
有
る
哉
と
寄
ん
だ
の
で
特
に
こ
の
こ
甘
凹
十
弓
及
び
三
官

六
十
弓
の
決
時
の
代
目
の
制
を
こ
ゝ
に
記
す
次
節
で
あ
る
､
詳
し
-
紘

抑
巻
尺
皮
相
考
を
参
考
し
て
い
た
i
l
重
た
い
O

さ
て

か
う
し
た
山
水
で
は
現
存
省
内
戸
数
五
官
三
十
四
三
千
首
六
十

二
戸
で
'
腔
家

1
月

の
所
布
地
田
柄
は
'
平
均
凹

-
散
人
｡
放
火
な
の

は
戟
妹
の
平
均
七
官
七
十
七
畝
三
'叔
小
は
肺
肝
の
平
均
で
〇
㌧
ニ
畝
で

あ
る
｡
各
地
共
稀
に
ニ
'
三
千
畝
を
有
す
る
大
地
主
が
あ
る

も
P多
-
て

一
櫛
内
'
ニ
'
三
人
に
止
ま
る
O
大
股
で
甘
畝
乃
至
三
宮
畝
'中
段
と
し

て
二
十
畝
芸

十
畝
｡
五
十
畝
を
称
す
る
も
の
_多
-
､
十
畝
以
下
を
布
す

ヽ
ヽ

る
小
股
最
も
多

い
そ
れ
が
金
牌
の
八
〇
乃
至
八
五
%
で
あ
る
､
倍
啓
に

鹿
川
三
制
{･
五
八
詑
渉
'
渉
二
甘

四
十
伐
畝
､
畝
官
鰭
La
t
T
胡
中

朝
給

1
切
'
循
疾
廃
疾
給
凹
十
畝
'
故
事
妾
紛
三
十
畝
､
若
侶
戸
者

加
ニ
二
十
畝
丁桝
授
之
‖
十
分
之
二
流
世
業

と
あ
る
が
'
こ
れ
は
土
地
蹴
-
蛇
口
少
垂
と
き
の
法
秤
で
あ
る
'
人
口

ヽ
ヽ

相
加
に
仰
ひ
'

こ
の
法
は
つ
ぶ
れ
て
し
ま
ひ
'
甘
畝
と
い
ふ
火
燈
は
今

は
姶
ど
少
-
な
っ
て
p
背
の
基
軸
安
'
叉
は
加
畝
の
二
十
乃
至
三
十
畝

が
常
池
の
申
宵
姓
に
な
っ
た
の
で
あ
る
'
こ
れ
は
山
光
人
口
相
加
の
結

果
で
あ
る
'
従
っ
て
噛
加
の
人
目
は
土
地
に
居
れ
.な
い
で
鵬
洲

(
川
縁

す
る
原
因
と
な
っ
た
｡

狗
所
有
で
な
-
'
戯
戸

の
耕
作
研
和
は
多
き
は
甘
畝
(
約
六
町
渉
)

少

邪

判

軒
は
十
畝
(
約
六
灰
)
で
平
均
段

一
家
は
二
十
畝
(
1
町
二
皮
)

を
耕
作
す

る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
'
昭
利
の
今
日
か
う
し
た
例
を
き

-
と
咲
や

糖

の
盤
側
を
肥
前
に
思
ひ
川
き
し
め
る
'
こ
れ
を
以
て
も
支
郷
の
い
か

に
廿
問
だ
と
い
ふ
こ
と
が
わ
か
る
'
日
本
で
は
土
地
が
少
し
-
肥
え
て

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ゐ
る
か
ら
光
圧
官
姓
と
い
ふ
評
が
あ
る
､
即
ち
支
那
の
十
畝
の
二
割
城

に
あ
た
る
の
で
あ
る
｡
放
排
文
化
と
い
ふ
も
の
の
細
々
に
よ
っ
て
あ
ま

り
担
化
の
な
い
こ
と
が
如
ら
れ
る
と
い
ふ
よ
り
は
'
支
那
か
ら
朝
鮮
､

日
本

(
と
地
割
が
迷
っ
て
行
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
'
白
か
ら
知
似
の
官

制
が
山
水
に
絶

っ
て
お
る
､
換
言
す
れ
ば
山
北
は
日
本
粒
栄
文
化
の
仲

継
で
あ
っ
た
こ
と
を
胤
ひ
川
し
て
､
呼
に
こ
の
事
を
記
し
て
軸
-
の
で

あ
る
｡
狩
次
項
を
見
ら
れ
て
世
逆
の
担
稗
を
考

へ
な
-
て
ほ
な
ら
ね
で

あ
ら
う
｡
(
溢
‖
)

0

本

邦
工

弟

の

山

東

進

出

川
東
で
の
日
本
工
業
助
川
は
大
正

先年
日
独
城
野
後
の
こ
と
で
大
正
九
咋
乃
室
十
二
年
貝
管
特
長
も
盛
と

な
っ
た
'
山
北
は
石
淡
と
柑
花
に
と
み
､
閣
内
工
難
は

一
部
の
外
開
け

i
=
ら
ず
'
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
H
.は
三
千
入
官
端
の
附
親
密
が
併
る
外
に

腰
史
的
に
排
日
の
気
風
は
少
-
､
本
邦
に
近

い
か
ら
工
材
料
施
鵜
の
佐

多
-
'
お
ま
け
に
静
働
帝
は
壮
仲
川
､
従
順
で
エ
柴
は
依
願
で
あ
る
'
純

取
引

の
佃
も
多

い
か
ら
'
帝
位
を
中
心
に
本
邦
工
難
に
逝
川
す
べ
き
鎚

命
で
あ
る
｡
中
開
は
現
都
民
,I<SJ髄
酔
期
と
も

い
ふ
ぺ
-
小
工
架

の
故
放

せ
る
も
の
不
抄
'
人
細
織
物
｡
メ
リ
ヤ
ス
･
靴
下
･
化
粧
品
｡
皮
非
･燐
寸
｡

沖
祝
･
･iJ
I
ル
･
ガ
ラ
ス
粋
･
印
刷
用
n･B
･
i
I
ス
｡
タ
オ
ル
｡
蝋
燭
韓
は
中

国
人
向
大
衆
向
の
も
の

を
容
易
に
つ
-
り
､
赦

榔
餓
群

｡
魔
法
瓶
･
釦
･

至
l

七
九



地

球

箪

二
十
開
港

針
｡
ゴ
ム
底
靴
｡
･;
棚
非
韓
も
中
図
品
の
抑
揚
に
現
川
す
る
も
の
あ
り
て

中
々
侮
れ
な
い
､
兎
角
中
細
工
巣
は
工
場
管
靴
が
刑
で
'
地
産
不
統
制

に
よ

る
不
正
競
争
が
あ
る
の
と
､
禿
工
菜

の
数
朕
に
嬰
繁
を
紋
-
た
め

に
外
人
工
米
に
ま
け
て
き
た
け
れ
ど
も
'
上
記
の
品
物
は
何
れ
も
頗
る

脈
僻
で
あ
る
か
ら
韓
易
に
外
幽
E｡=
に
ま
け
な

い
'
勿
論
か
う
し
た
も
の

を
日
本
か
ら
輪
川
す
る
に
は
､
い
つ
鯛
椀
が
高
-
な
る
か
も
わ
か
ら
な

い
か
ら
其
心
得
が
入
る
､
我
国
か
ら
山
水
任
蛇
向
に
輪
は
さ
れ
る
も
の

と
し
て
有
望
な
の
は
化
撰
集
晶
｡
紬
糸
加
期

せ
海
産
物
｡
屯
糸
ヱ
フ
シ
ャ
｡

砂
糖
｡
人
絹
糸
｡
髄
拭
｡
杓
子
粒
｡
時
計

｡
印
刷
用
イ
ン
キ

･
玩
具
｡
ア
ル
ミ

こ
ユ
ウ
ム
髄
晶
｡
端
年
輩
｡
レ
ン
ズ
.･
防
水
布
･鰭
箆
材

料
｡
砿
嵐
材
料
｡
ラ

ヂ
オ
｡
セ
ル
ロ
イ
ド
製
品
｡
押
紙
｡
中
折
附
子
｡
ペ
イ
ン
ト
･
ゴ
ム
靴
｡聯
串

帆
布
｡
タ
イ
ヤ
｡魔
法
瓶
･
戟
郷
地
群
｡牡
料
｡帝
梯
械
郷

｡
･EI
勅
印
･
･IT
脚

卒
及
伺
部
分
品
で
'
大
阪
あ
た
り
の
も
の
な
ら
な
ん
で
も
か
ん
で

も
輸

出
日脚
と
し
て
川
て
ゆ
-
や
う
で
あ
る
'
こ
の
中
で
先
方
で
出
氷
る
も
の

は
今
後

い
よ
-
1
登
達
せ
し
め
て
日
本
人
の
手
で
や
っ
て
ゆ
き
た
い
､

硯
に
紡
総
菜

｡燐
寸｡歩
拙
句
石
鹸
｡塊
材

｡
慨
絵
等
日
本
人
の
エ
紫
を
見

る
と
末
の
如
し

1
'
縦
桁
業
で
は
大
日
本
紡
･･甘叫
士
紡
｡
白
描
紡
｡
長
崎
紡

･
上
海
綿
糸
｡

内
外
柵
の
大
工
場
で
昭
利
九
咋
二
溺
四
千
四
甘
舶
四
千
二
骨
端
元
紬

布
二
甘
九
十
三
満
床
千
四
宵
二
十
五
軍

刀
を
座
し
､
邦
人
三
宵
八
十

人
の
碓
井
希
､
中
図
人

一
溺
八
千
甘
伶
人
を
位
ひ
疎
放
三
十
六
航
六

千
､
工
場
両
統
六
十
端
坪
に
上
る
､
叔
近
に
難
関
紡
と
上
海
紡
の
二

工
場
が
は
非
ん
と
し
前
潜
は
欧
に
凶
甘
人
の

工
人を
機
械
肘
付
と
し

て
雇
ひ
六
月
開
基
し
た
､
雄
川
の
ガ
は
世
非
狼
晶
を
凌
斑
す
る
牒
川

@

燐

四

挑

三ニ二

八
〇

米
糠
械
辞
典
を
使
用
し
典
規
模
雄
大
'将
に
閃
光
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
〇

二
､
燐
寸
は
川
炎
火
米
工
場
｡蘭
島
燐
寸
骨
耽
｡
準
秤
骨
靴

の
三
つ
が
日

本
人
の
手
で
あ
っ
て
台
米
銀
に
工
場
が
あ
-
､
邦
人
十
五
名
､
式
部

ュ
人
千
二
百
五
十
人

一
日
甘
五
十
噸
を
虫
賭
す
'
犬
紳
方
而

(
ま
で

蛍
れ
た
が
､
叔
妃
砂
糖
と
共
に
申
図
番
繋
制
定
の
た
め
に
併
発
者
は

脊
況
に
ゐ
る
｡

三
'
密
約
は
大
日

本
ビ
ー
ル
の
工
場
で
､
も
と
の
弼
泡
の
工
場
を
改
良

し
た
も
の
､
銀
地
二
拭
坪
'
二
十
溺
斜
を
産
L
t
北
坤
｡天
津
｡
大
槌

満
洲
｡
上
海
･演

目
｡
弼
州
は
鵜
か
'
南
洋
｡新
姦
奴
ま
で
供
給
さ
れ
る

現
在
工
人
は
官
五
十
億
名
｡

凶
､
石
鹸
は
蘭
島
旗
州
路
に
信
員
造
職
舷
と
い
っ
て
鵜
泡
人
の
跡
を
引

う
け
て
改
良
し
た
も
の
で
河
南
｡山
田

｡
大
建
｡
上
海
方
両
に
う
れ
だ

し
た
'

1
日
十
五
噸
年
約
六
千
噸
'
中
国
人
向
八
割
'
日
本
人
向
二

割
､
硯
水
工
人
約
三
十
人
で
あ
る
｡

五
､
製
材
米
と
し
て
和
田
製
材
所
｡
秋
和
何
事
木
材
骨
批
蘭
島
支
描
･噴

流
材
木
店
が
あ
る
'
簡
鳥
で

1
年
興
産
三
十
先
端
石
の
う
ち
､
二
十

鵜
石
が
日
本
側
で
あ
る
｡

こ
の
外
無
輩
･
酒
迫
柴
｡骨

粉
弟

｡
嚢
英
米
等

の
小
工
柴
若
干
布
水
す

る
外
'
日
本
足
袋
工
米
も

蘭

島
除

目
に
工
場
を
和
し
六
十
名
の
工
人
で

五
十
鶴
見
を
つ
-
る
､
工
人
五
官
名
以
上
十

'I
年
鑑
甘
五
十
満
足
を
作

-
つ
て
'
ゴ
ム
靴
を
民
国

一
輝
に
供
給
を
は
か
-
'
毛
織
工
弟

｡
浪
針

工
米

｡
独
料
工
業
等

い
づ
れ
も
逝
出
の
計
測
が
あ
る
'
内
地
の
エ
業
者

は
支
那
の
軸
情
に
噌
-
徒
ら
忙
不
安
を
抱
-
も
の
砂
か
ら
ぬ
故
に
小
工

業

の
越
川
に
は
常
用
者
が
さ
う
し
た
柵
紙
料
手
に
な
る
調
査
繊
細
を
設

け
な
く
て
ほ
な
ら
ね
で
あ
ら
う
9


